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要 旨  
 

1 .  目 的  

 口 唇 閉 鎖 機 能 は食 べることのみならず ,話 す ,食 物 を取 り込 む、食 塊 を形 成 す

る ,嚥 下 する ,表 情 を作 るなど様 々な行 動 に対 して重 要 だと考 えられている。また

日 常 臨 床 においても口 腔 機 能 や歯 科 矯 正 治 療 後 の安 定 性 のために口 唇 トレ

ー ニ ン グ は 取 り 入 れら れて お り、 筋 機 能 療 法 と し て 、 そ の 重 要 性 は 広 く 治 療 に

応 用 されている。しかし , 口 唇 トレーニングによる効 果 を定 量 的 に評 価 した研 究

は少 ない .また近 年 ,高 齢 者 における摂 食 機 能 の維 持 ・向 上 や QOL の向 上 の

た め に 口 腔 機 能 の 重 要 性 が 注 目 さ れ て い る が 、 高 齢 者 に お け る 口 唇 閉 鎖 力

および口 唇 トレーニングの効 果 についての詳 細 は未 だ不 明 である。  

そこで , 本 研 究 では , 健 常 若 年 成 人 および健 常 高 齢 者 における口 唇 閉 鎖 トレ

ーニングの効 果 を調 べる目 的 で、トレーニング中 の経 時 的 な多 方 位 口 唇 閉 鎖

力 （方 向 別 の口 唇 閉 鎖 力 ）を測 定 し、トレーニング効 果 を方 向 別 に評 価 して比

較 ・検 討 した。  

 

2 .  方 法  

 被 験 者 は全 身 疾 患 がない 20～35 歳 の健 常 若 年 成 人 トレーニング群 10 名

（男 性 5 名 ，女 性 5 名 ，年 齢 22～34 歳 ，平 均 年 齢 28 .5±1.5 歳 [平 均 ±

SD]）と健 常 若 年 成 人 非 トレーニング群 10 名 （男 性 5 名 ，女 性 5 名 ，年 齢 21

～32 歳 ，平 均 年 齢 26 .7±1.8 歳 [平 均 ±SD]）とした。さらに、65 歳 以 上 の被

験 者 10 名 (男 性 5 名 ，女 性 5 名 ，年 齢 65～73 歳 ，平 均 年 齢 68.1±3.3 歳

[平 均 ±SD] )を選 択 し ,健 常 高 齢 者 トレーニング群 とした .  

口 唇 閉 鎖 トレーニングには ,歯 科 用 口 唇 筋 力 固 定 装 置 （M パタカラ）を使 用

するように指 示 した .M パタカラは上 下 口 唇 にセットすることにより ,上 下 口 唇 を広

げるように力 がかかる .  この力 に対 して上 下 口 唇 を 3 分 間 閉 じることを 1 回 のタ

スクとして , 1 日 3 回 ，4 週 間 続 けるように指 導 した .  

口 唇 閉 鎖 力 の 測 定 に は 多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 を 用 い て 測 定 した 。 被

験 者 は上 唇 と下 唇 でプローブをはさみ ,最 大 努 力 で 5～6 秒 間 すぼめることによ

る多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 を測 定 し、この測 定 を 3 回 繰 り返 し、2 セット行 った．この
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ような手 順 で，各 被 験 者 の最 大 口 唇 閉 鎖 力 を計 6 回 記 録 した．  

多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 はトレーニング前 および ,口 唇 トレーニング開 始 1 ,2 ,3 ,4

週 間 後 に測 定 した .その後 ,トレーニング終 了 1 ,2 ,3 ,4 週 間 後 にも測 定 を行 った .

また非 トレーニング群 ではトレーニングを行 わずに同 じ日 程 で測 定 を行 った .  

 

3 .  結 果 および考 察  

 トレーニング前 の口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 は 3 群 間 で有 意 差 は認 められなかっ

た。  

 ト レー ニ ン グ 後 の 口 唇 閉 鎖 力 の 総 合 力 の 変 化 は， 健 常 若 年 成 人 ト レー ニ ン

グ群 では ,健 常 若 年 成 人 非 トレーニング群 に比 べて 3,4 週 間 後 に有 意 に総 合

力 は増 大 し ,トレーニング終 了 時 に約 40％の著 明 な増 加 が見 られた .トレーニン

グを終 了 1 週 間 後 からは低 下 し、健 常 若 年 成 人 非 トレーニング群 との有 意 な

差 は認 められなかった .  口 唇 閉 鎖 力 の方 向 別 に評 価 すると ,  健 常 成 人 トレー

ニ ング 群 で は上 及 び 下 方 向 で コ ン ト ロ ー ル群 に 比 べ て 有 意 な 増 加 が 認 めら れ

た。  

 健 常 高 齢 者 においても口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 はトレーニング開 始 3、4 週 間

後 で健 常 若 年 成 人 非 トレーニ ング群 に 比 べて 有 意 に 大 き い値 を 示 したが、健

常 成 人 ト レ ー ニ ン グ 群 と の 比 較 で は 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 口 唇 閉 鎖 力

の方 向 別 の評 価 では ,健 常 高 齢 者 トレーニング群 では下 方 向 の口 唇 閉 鎖 力 が

コントロール群 に比 べて 3,4 週 間 後 に有 意 に増 大 した。また，健 常 若 年 成 人 ト

レーニング群 および健 常 高 齢 者 トレーニング群 の測 定 期 間 において口 唇 閉 鎖

力 の左 右 の対 称 性 は保 たれていた。  

 本 研 究 結 果 から、歯 科 矯 正 治 療 において状 況 に応 じた口 唇 閉 鎖 トレーニン

グを行 う場 合 に、その方 法 の一 つとして M パタカラによる口 唇 閉 鎖 トレーニング

は有 効 であると考 えられる。さらに、高 齢 者 においても、口 唇 トレーニングの効 果

が認 められたことは、捕 食 から咀 嚼 ・嚥 下 と続 く一 連 の摂 食 行 動 機 能 に関 連 が

深 いと考 えられる口 唇 閉 鎖 力 の低 下 を予 防 する方 法 として有 用 である可 能 性

が示 唆 された。  
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緒 言  
 

口 唇 閉 鎖 機 能 は 食 べ る こと の み な ら ず， 話 す ， 食 物 を 取 り 込 む ， 食 塊 を 形 成

する，嚥 下 する，表 情 を作 るなど様 々な行 動 に対 して重 要 だと考 えられている 1 ) ．

しかし，口 唇 トレーニングによる効 果 を定 量 的 に評 価 した研 究 は少 ない．口 唇 と

舌 から歯 列 に加 わる力 の均 衡 が，歯 列 の位 置 を決 定 する最 も重 要 な因 子 の一

つ で あ る こ と が 広 く 認 め ら れ て い る ． す な わ ち ， 顎 顔 面 領 域 の 成 長 発 育 と 口 唇

閉 鎖 力 の 関 連 は Buccinator  Mechanism と して 歯 科 矯 正 学 領 域 で 古 く か ら

受 け入 れられている 2 - 6 ) ．このような口 唇 閉 鎖 力 については，古 くから側 面 顔 面

形 態 との関 連 が注 目 され，上 下 口 唇 全 体 の口 唇 閉 鎖 総 合 力 の測 定 7 - 1 0 ) なら

び に 上 下 口 唇 を 別 々 に 測 定 した 研 究 6 ， 1 1 ， 1 2 ) に よ り， 側 面 顔 面 形 態 と の 関 連

が広 く研 究 されてきた．日 常 臨 床 においても不 正 咬 合 発 症 の予 防 、歯 科 矯 正

治 療 の安 定 性 のた めに口 唇 ト レーニングは取 り入 れ られており，筋 機 能 療 法 と

して，その重 要 性 は広 く治 療 に応 用 されている 1 3 - 1 6 ) ．   

口 唇 のトレーニングには，器 具 を用 いた口 唇 閉 鎖 運 動 や口 唇 から歯 列 に向 け

ての力 を増 強 させるものが行 われている 1 7 ) ．さらに，基 礎 的 な研 究 により，トレー

ニ ン グ 時 の 負 荷 量 や そ の 頻 度 に よ り 口 唇 閉 鎖 力 に 対 す る 効 果 は 異 な る こ と が

報 告 されていることから 1 8 ) 、臨 床 的 に口 唇 閉 鎖 不 全 の患 者 に対 してどのような

トレーニングが適 しているかを検 討 することは重 要 であると考 えられる．  

 口 唇 閉 鎖 力 の測 定 に関 しては，口 唇 の力 を 8 方 向 から測 定 するために多 方

位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 が開 発 された 1 9 ) ．この装 置 を用 いて方 向 別 の口 唇 閉

鎖 力 を測 定 すると若 年 成 人 2 0 ) ，小 児 2 1 ) ，高 齢 者 2 2 ) ともに，左 右 の口 唇 閉 鎖

力 はおおむね対 称 的 であることが示 されている．また，口 唇 裂 術 後 患 者 では左

右 の非 対 称 が示 され，器 質 的 な変 化 で口 唇 閉 鎖 力 に非 対 称 が生 じることが示

唆 されている 2 3 ) ．トレーニング効 果 を方 向 別 の口 唇 閉 鎖 力 を用 いて検 討 するこ

とは，口 唇 閉 鎖 力 の機 能 的 な役 割 を考 慮 するために有 用 であると考 えられる．

さ ら に 、 口 唇 に 表 面 麻 酔 を 施 し て ， 口 唇 閉 鎖 力 の 部 位 特 異 的 な 感 覚 － 運 動

統 合 機 能 を検 討 した 研 究 では，口 唇 の一 部 分 の麻 酔 がすべての部 位 の口 唇

閉 鎖 力 に 影 響 を お よ ぼすこ と が 明 ら かに さ れ て お り， 口 唇 閉 鎖 機 能 に は， す べ

ての部 位 の力 を統 合 するような機 構 が存 在 することが示 唆 されている 2 4 ) ．このこ
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とから，口 唇 閉 鎖 トレーニングを行 ったときも部 位 特 異 的 な効 果 が認 められない

との仮 説 を立 てることができる．  

また近 年 ，高 齢 者 に おける摂 食 機 能 の 維 持 ・向 上 や QOL の向 上 のために 口

腔 機 能 の重 要 性 が注 目 されている 2 5 ) ．高 齢 者 の骨 格 筋 における 3 ヶ月 間 のト

レーニング効 果 は，成 人 と同 様 の効 果 が認 められると報 告 されている 2 6 ) ．高 齢

者 に お ける 口 唇 閉 鎖 力 お よ び 口 唇 ト レー ニ ング の 効 果 に つ い て の 詳 細 は未 だ

不 明 であるが，骨 格 筋 のトレーニング効 果 から推 察 して，高 齢 者 における口 唇 ト

レーニングの効 果 も若 年 成 人 に比 較 して同 様 の効 果 が認 められるのではないか

と考 えられる．  

そこで，本 研 究 では，健 常 若 年 成 人 および健 常 高 齢 者 における口 唇 閉 鎖 トレ

ー ニ ング の 効 果 を 調 べ る 目 的 で， ト レー ニ ング 中 の 経 時 的 な 多 方 位 口 唇 閉 鎖

力 （方 向 別 の口 唇 閉 鎖 力 ）を測 定 し，トレーニング効 果 を方 向 別 に評 価 して検

討 した．すなわち，口 唇 閉 鎖 トレーニングを行 ったときも部 位 特 異 的 な効 果 は認

められないとの仮 説 を検 証 することとした．   

 

対 象 及 び方 法  
 
1．被 験 者  

 20～35 歳 の健 常 若 年 成 人 トレーニング群 10 名 （男 性 5 名 ，女 性 5 名 ，年

齢 22～34 歳 ，平 均 年 齢 28 .5±1.5 歳 [平 均 ±SD]）と健 常 若 年 成 人 非 トレー

ニング群 10 名 （男 性 5 名 ，女 性 5 名 ，年 齢 21～32 歳 ，平 均 年 齢 26 .7±1.8

歳 [平 均 ±SD]）とした。さらに、65 歳 以 上 の被 験 者 10 名 (男 性 5 名 ，女 性 5

名 ，年 齢 65～73 歳 ，平 均 年 齢 68 .1±3.3 歳 [平 均 ±SD])を選 択 し ,健 常 高

齢 者 トレーニング群 とした .  

除 外 基 準 として以 下 の項 目 を定 めた  

A)  義 歯 使 用 者  

B)  オーバーバイトが 0mm 以 下  

C)  オーバージェットが 0mm 以 下 もしくは 5mm 以 上  

    

２．口 唇 閉 鎖 トレーニングの設 定  
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口 唇 閉 鎖 トレーニングには，歯 科 用 口 唇 筋 力 固 定 装 置 （M パタカラ）（図 １A）

を使 用 するように指 示 した．M パタカラは上 下 口 唇 にセットすることにより，上 下

口 唇 を広 げるように力 がかかる (図 1B)．  この力 に対 して上 下 口 唇 を 3 分 間 閉

じることを 1 回 のタスクとし，1 日 3 回 、4 週 間 続 けるように指 導 した．  

 

３．多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 の測 定  

図 2 に多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 を示 す．各 被 験 者 を椅 子 に座 らせ頭 部

はカ ン ペ ル平 面 と 多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 の 測 定 プ ロ ー ブが 平 行 （ 水 平

方 向 ）になるよう位 置 づけた(図 3)．各 試 行 では被 験 者 は上 唇 と下 唇 でプロー

ブをはさみ，最 大 努 力 で 5～6 秒 間 すぼめることによる多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 を測

定 した．  この測 定 を 3 回 繰 り返 し，2 セット行 った．測 定 者 は被 験 者 らに，口 す

ぼ め 運 動 中 ， 上 下 の 歯 は 接 触 し な い よ う 指 導 し た ． 口 唇 ， 頭 部 が ぶ れ る な ど ，

明 らかな誤 動 作 が認 められた場 合 ，測 定 者 はその記 録 を中 断 し各 被 験 者 の状

態 を改 善 した後 ，記 録 を再 開 した．このような手 順 で，各 被 験 者 の最 大 口 唇 閉

鎖 力 を計 6 回 記 録 した．また，口 唇 閉 鎖 力 の大 きさは平 均 力 積 (N・s )で示 し

た．  

多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 はトレーニング前 および，口 唇 トレーニング開 始 1，2，3，4

週 間 後 に測 定 した．その後 ，トレーニング終 了 1，2，3，4 週 間 後 にも測 定 を行

った．ま た 非 ト レーニ ング 群 ではトレーニ ン グを 行 わず に 同 じ日 程 で測 定 を 行 っ

た ． こ れ ら の 統 計 処 理 に ， 統 計 処 理 ソ フ ト (SPSS ， SPSS Inc . ， 東 京 ) を 用 い

た．  

 

４．波 形 解 析 および統 計 解 析  

１）波 形 解 析  

図 4 のグラフは多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 により得 られた 1 方 向 のデータを

示 している．①は口 唇 閉 鎖 開 始 時 を示 し、口 唇 閉 鎖 力 は図 4 に示 すように閉

鎖 開 始 1 秒 後 から安 定 したので，運 動 開 始 1 秒 後 から 4 秒 後 までの 3 秒 間 に

おける 1 秒 あたりの平 均 力 積 値 ，つまり矢 印 で示 す面 積 を 3 で割 った値 を算 出

し，1 回 の測 定 値 とした．この口 唇 閉 鎖 の測 定 を 6 回 行 い，その平 均 値 を測 定

値 として使 用 した．  
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２）統 計 解 析  

多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 は，全 方 向 の口 唇 閉 鎖 力 を 合 計 して 算 出 した．

口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 ，および各 方 向 別 口 唇 閉 鎖 力 の経 時 的 変 化 のトレーニ

ングによる効 果 および年 齢 による影 響 は 2 元 配 置 分 散 分 析 にて検 定 した．各

測 定 時 のトレーニング群 と非 トレーニング群 の相 違 にはｔ検 定 を用 いた．各 群 の

各 測 定 時 の左 右 対 称 性 は Pearson の相 関 係 数 による相 関 の有 無 により検 定

した．  

 

結 果  
 
多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 を用 いて 各 方 向 か らの口 唇 閉 鎖 力 を レーダー

チャートで表 した 1 例 を図 5 に示 す．上 下 から測 定 される力 が大 きく，次 いで斜

め方 向 からの力 が大 きく，横 からの力 は測 定 されにくかった．この結 果 はこの装

置 を用 いた過 去 の研 究 の結 果 1 9 ) と一 致 する．  

 本 研 究 では，8 方 向 からの力 を合 計 した総 合 力 と，8 方 向 のうち，測 定 に信 頼

性 の低 い左 右 方 向 を除 いた 6 方 向 からの部 位 別 の口 唇 閉 鎖 力 について検 討

した．  

健 常 若 年 成 人 トレーニング群 ，健 常 若 年 成 人 非 トレーニング群 ，健 常 高 齢 者

トレーニング群 の 3 群 における，トレーニング前 の口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 を図 6

に表 す．3 群 間 におけるトレーニング前 の総 合 力 に有 意 な相 違 は認 められなか

った．  

 

１．健 常 若 年 成 人 におけるトレーニング効 果  

 

図 7 に 3 群 のトレーニングの効 果 を示 す．健 常 若 年 成 人 トレーニング群 の多

方 位 口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 は非 トレーニング群 に比 べてトレーニング 3，4 週 間

後 に有 意 に総 合 力 は増 大 し，トレーニング終 了 時 に約 40％の著 明 な増 加 が見

られた．トレーニングを終 了 した 1 週 間 後 からは低 下 し，非 トレーニング群 と有 意

差 は認 められなかった．  多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 のトレーニングの効 果 を方 向 別 に

評 価 すると ，健 常 若 年 成 人 トレーニング群 では上 およ び下 方 向 で非 トレー ニン
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グ群 に比 べて有 意 な変 化 が認 められた．(図 8 )  

図 9 は健 常 若 年 成 人 トレーニング群 における右 上 と左 上 の口 唇 閉 鎖 力 の相

関 関 係 を示 したもので，A はトレーニング前 ，B はトレーニング実 施 4 週 目 ，C は

トレーニング終 了 後 4 週 目 の結 果 を示 している．いずれも有 意 な高 い相 関 があ

り，上 唇 の左 右 対 称 性 が示 された．  表 1 は上 唇 および下 唇 の左 右 の口 唇 閉

鎖 力 の測 定 日 ごとの相 関 係 数 を表 している．トレーニング終 了 2 週 目 の上 唇 部

以 外 は，すべて無 相 関 検 定 で 5％以 下 の有 意 な相 関 を示 した．さらに，これら

は paired  t - test で相 違 がないことも確 認 しており，上 唇 と下 唇 の左 右 の対 称

性 が示 された．  

 

２．健 常 高 齢 者 におけるトレーニング効 果  

健 常 高 齢 者 においてもトレーニングにより口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 は有 意 に増 加

した（図 7）．3 週 目 ，4 週 目 では健 常 若 年 成 人 非 トレーニング群 に比 べて，有

意 に増 加 したが，健 常 若 年 成 人 トレーニング群 との有 意 差 は認 められなかった．

方 向 別 に評 価 すると，健 常 高 齢 者 トレーニング群 では下 方 向 の口 唇 閉 鎖 力 が

健 常 若 年 成 人 非 トレーニング群 に比 べて 3，4 週 間 後 に有 意 に増 大 した (図 8)．

図 10 に健 常 高 齢 者 トレーニング群 における右 上 と左 上 の口 唇 閉 鎖 力 の相 関

関 係 を示 す．  トレーニング前 ，トレーニング実 施 4 週 目 ，トレーニング終 了 後 4

週 目 でいずれも有 意 な高 い相 関 が認 められた．測 定 日 ごとに表 した表 1 に示 す

よ う に ， ト レ ー ニ ン グ 前 後 の 実 験 期 間 で ， 上 下 口 唇 の 左 右 対 称 性 が 認 め ら れ

た．  

 

考 察  
 
１．口 唇 閉 鎖 力 の測 定 装 置 について  

 本 研 究 で用 いた多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 は，燐 青 銅 板 にひずみゲージ

を貼 付 した 8 本 の測 定 子 を用 いて口 すぼめ運 動 時 の上 唇 の正 中 部 ，左 上 部 ，

右 上 部 ， 下 唇 の 正 中 部 ， 左 下 部 ， 右 下 部 ， お よ び 口 唇 の 左 側 部 と 右 側 部 の

測 定 を同 時 に行 うことが可 能 である． Nakatsuka ら 1 9 ) が，健 常 若 年 成 人 を用

いて本 測 定 装 置 の測 定 の再 現 性 を調 べるために，同 一 検 者 および 2 人 の検
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者 で検 討 したところ，いずれも高 い再 現 性 が示 された．さらに，口 唇 閉 鎖 力 と口

輪 筋 筋 電 図 との関 連 を調 べ，口 すぼめ運 動 時 に活 動 する主 要 な筋 とされる口

輪 筋 活 動 量 と 口 唇 閉 鎖 力 の 間 に は 高 い 相 関 が あ る こ と も 示 し て い る ． 本 研 究

で 健 常 若 年 成 人 ト レ ー ニ ン グ 群 に お け る ト レ ー ニ ン グ 前 の 口 唇 閉 鎖 力 の 総 合

力 は 6．61±2．57N・sを示 し，同 じ装 置 で測 定 された過 去 の若 年 成 人 の総 合

力 とほぼ同 様 の値 を示 した 1 9 ) ．  

口 唇 の 発 揮 する 力 は過 去 の 研 究 では様 々な 方 法 で測 定 され ている ．上 下 の

歯 に圧 センサーを接 着 し，歯 に対 して唇 を押 しつける力 を測 定 する方 法 2 7 - 3 0 ) ，

や 垂 直 方 向 の 力 を 測 定 す る た め に ス リ ム な セ ン サ ー が つ い た Y メ ー タ ー や

Myometer160 ® な ど を 用 い て 唇 を 互 い に 押 し つ け る 力 を 測 定 す る 方 法 3 1 - 3 5 )  

が報 告 されている．しかし，これらの装 置 は上 下 口 唇 閉 鎖 力 や方 向 別 の力 を同

時 に 測 定 す る こ と は で き な い ． ま た ， Y メ ー タ ー や Myometer160 ® は 測 定 時 に

切 歯 で 測 定 装 置 を 保 持 す る た めに ， 口 唇 閉 鎖 力 に 咬 筋 な どの 咀 嚼 筋 の 力 が

加 わっている可 能 性 が考 えられる．本 研 究 では，口 唇 閉 鎖 力 をトレーニングした

際 に口 唇 が発 揮 する力 を経 日 的 に評 価 するために再 現 性 の優 れた装 置 として，

さらに，トレーニング効 果 の対 称 性 を知 るために方 向 別 に口 唇 閉 鎖 力 を評 価 で

きる装 置 として，多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 を用 いた．  

口 す ぼ め 運 動 時 の 方 向 別 口 唇 閉 鎖 力 は， 本 研 究 の 健 常 若 年 成 人 ト レー ニ

ング群 ，健 常 若 年 成 人 非 トレーニング群 および健 常 高 齢 者 トレーニング群 の 3

群 ともに垂 直 ，斜 め，水 平 方 向 の順 で大 きく，過 去 に報 告 されている多 方 位 口

唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 で測 定 した報 告 3 3 - 3 5 ) と一 致 した．  

 

２．健 常 若 年 成 人 における口 唇 閉 鎖 トレーニングの効 果  

大 矢 ら は顎 口 腔 機 能 に 異 常 が認 めら れ ず口 唇 閉 鎖 不 全 の ない成 人 男 女 の

被 験 者 において牽 引 用 プレートを用 いた口 輪 筋 トレーニングを行 い，筋 力 強 化

を目 的 とするなら高 負 荷 、低 頻 度 のトレーニングが、持 久 力 トレーニングを目 的

とするなら低 負 荷 、 高 頻 度 の トレーニングがそれぞれ有 効 であると報 告 している

2 1 ) ．今 回 Mパタカラを用 いて成 人 男 女 にトレーニングを行 うと口 唇 閉 鎖 力 の総

合 力 は有 意 に増 加 し，口 唇 機 能 の活 性 化 が図 れることが示 唆 され，トレーニン

グを終 了 するとトレーニング前 と変 わらないくらいまで口 唇 閉 鎖 力 は減 少 した．ト
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レーニング終 了 後 から口 唇 閉 鎖 力 が低 下 し始 めたのは，今 回 行 ったトレーニン

グの強 度 およびトレーニング期 間 では筋 肉 の構 造 そのものの変 化 は大 きくなく，

主 に 口 唇 閉 鎖 時 に 筋 線 維 の 動 員 が 増 え た こ と に よ る 増 強 効 果 が 生 じ た 可 能

性 が考 えられる．今 後 の研 究 において，トレーニングの強 度 および期 間 を変 える

ことで，増 強 効 果 が維 持 されるかどうかを調 べることは重 要 である．  

 方 向 特 異 的 な効 果 に関 しては上 方 向 ，また下 の左 右 を含 む 3 方 向 において

有 意 な 増 加 が 認 め ら れ た ． M パ タ カ ラを 用 い てト レ ー ニ ン グ を 行 う こ と に よ っ て，

口 輪 筋 を はじめとす る口 腔 周 囲 筋 が 賦 活 さ れ，口 唇 機 能 の 向 上 が 認 めら れる

こ と が 報 告 さ れて いる 3 6 ) が ， 多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 を 用 いて 方 向 特 異

的 な変 化 を見 ると主 に上 下 方 向 への増 強 効 果 が強 く，さらに健 常 若 年 成 人 に

おいては下 方 向 に有 意 な増 強 効 果 が発 現 した．これはMパタカラの性 質 上 ，口

唇 を 上 下 に 広 げ る よ う に 力 が か か る こ と が 原 因 と 考 え ら れ ， 特 に 下 唇 で は 下 顎

運 動 とも連 動 していることからより強 く効 果 が発 現 した可 能 性 が考 えられた．また

M パ タ カ ラ を 用 い た ト レ ー ニ ン グ で は 口 唇 閉 鎖 力 の 左 右 対 称 性 は ト レ ー ニ ン グ

期 間 ，終 了 後 においても保 たれていた．多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置 を用 いて，

小 児 ， 若 年 成 人 お よ び 高 齢 者 を 対 象 と し て 口 唇 閉 鎖 力 の 対 称 性 を 検 討 し た

報 告 で は ， 性 別 に よ る 相 違 は あ る も の の 左 右 の 対 称 性 はい ず れの 年 代 に お い

ても存 在 することが示 されている 2 0 - 2 2 ) ．また，口 唇 の口 すぼめ力 に対 して，口 唇

に 表 面 麻 酔 を 行 い， 口 唇 閉 鎖 力 の 部 位 特 異 的 な 感 覚 － 運 動 統 合 機 能 を 検

討 した報 告 では，口 唇 の一 部 分 の麻 酔 がすべての部 位 の口 唇 閉 鎖 力 に影 響

をおよぼすことが示 され，口 唇 閉 鎖 機 能 には，すべての部 位 の力 を統 合 するよう

な機 構 が存 在 することが示 唆 されている 2 4 ) ．本 研 究 結 果 はこのような口 唇 閉 鎖

力 の左 右 対 称 性 を保 つ機 構 はトレーニングを行 っても機 能 し続 けることを示 唆

している．  

 

３．高 齢 者 におけるトレーニング効 果  

 健 常 高 齢 者 トレーニング群 のトレーニング前 の口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 は 6．52

± 2 ． 96N ・ s であ り， 健 常 若 年 成 人 ト レ ー ニ ン グ 群 お よ び 健 常 若 年 成 人 非 ト レ

ーニング群 の値 と有 意 な相 違 は認 められなかった．文 部 科 学 省 の平 成 23  年

度 の体 力 ・運 動 能 力 に関 する調 査 結 果 において，一 般 的 な筋 力 として握 力 の
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加 齢 に伴 う変 化 が報 告 されている 3 7 ) ．男 子 では 35～39 歳 ，  女 子 は 40～44

歳 で ピ ー ク に 達 し て お り ， ピ ー ク 時 以 後 は 男 女 と も 緩 や か な 低 下 傾 向 を 示 し ，  

60～64 歳 には，男 女 ともにピーク時 の約 90％に，さらに 75～79 歳 には，男 女

ともに約 75％に低 下 すると報 告 されている 3 7 ) ．このように骨 格 筋 では加 齢 に伴

い 筋 力 が 低 下 す る が ， 本 研 究 の 結 果 か ら は 口 唇 閉 鎖 力 に は 加 齢 に 伴 う 変 化

が認 められないことが示 された．  

 一 方 ，高 齢 者 における骨 格 筋 のトレーニング効 果 はJozs iらによって報 告 され

ている 2 7 ) ．腕 を引 き付 ける力 あるいは膝 を伸 ばす力 のトレーニングを 12 週 間 行

うと高 齢 者 においても，繰 り返 すことのできる最 大 力 のそれぞれ 40～60％あるい

は 80％増 強 したことを示 しており，成 人 と比 較 すると同 様 の効 果 が認 められた．

このことから高 齢 者 における筋 力 にはトレーニングによって増 強 できる許 容 範 囲

が 若 年 成 人 と 相 違 な いこ と が 示 唆 さ れ て いる ． 今 回 ， 高 齢 者 の 口 唇 閉 鎖 力 の

総 合 力 に おいて 健 常 若 年 成 人 と 変 わら ないト レー ニング効 果 が 得 ら れた．こ の

結 果 は，この骨 格 筋 の報 告 と一 致 し，口 唇 閉 鎖 力 の大 きさだけでなく，トレーニ

ングによって増 強 できる許 容 範 囲 も若 年 成 人 と相 違 がないことを示 唆 している．  

 方 向 特 異 的 な 効 果 に 関 し て は 下 方 向 に 有 意 な 増 加 が 認 め ら れ た ． 健 常 若

年 成 人 と同 様 に上 方 向 および左 右 の下 方 向 への増 加 も認 められたが，有 意 で

はな か っ た 。 こ れは若 年 成 人 と 比 べ て 高 齢 者 に お ける 個 人 差 が 大 き か っ た こ と

がその原 因 と考 えられる．また左 右 対 称 性 に関 しては健 常 若 年 成 人 トレーニン

グ群 と同 様 に保 たれていた．高 齢 者 においても口 唇 閉 鎖 力 の左 右 対 称 性 を保

つ機 構 はトレーニングを行 っても機 能 し続 けることが示 唆 された．  

 

４．口 唇 閉 鎖 トレーニングの臨 床 応 用  

 矯 正 歯 科 や小 児 歯 科 の臨 床 において口 呼 吸 や舌 突 出 癖 などの口 腔 習 癖 が

上 顎 前 突 や 開 咬 の 不 正 咬 合 を 引 き 起 こ す 要 因 に な る と 考 え ら れ て お り ， 臨 床

歯 科 の現 場 においても口 腔 機 能 や歯 並 びの向 上 のために口 腔 筋 機 能 療 法 が

取 り入 れ ら れ て いる 1 3 - 1 6 ) ． 村 上 3 8 ) は上 下 口 唇 閉 鎖 力 の バ ラ ン ス は 側 面 顎

顔 面 形 態 に 関 連 し ， 水 野 3 9 ) は口 唇 閉 鎖 力 の 左 右 バ ラ ン ス が 下 顎 偏 位 に 関

連 す ること を報 告 して いる． 治 療 後 に 口 唇 閉 鎖 力 と 舌 圧 や 頬 圧 とのバ ラ ンス が

崩 れている場 合 ，後 戻 りのリスクが懸 念 されているが，治 療 後 に歯 列 に加 わる力
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のバランスがどのように保 たれているかを調 べることは，今 後 重 要 であ ると考 えら

れる．状 況 に応 じて口 腔 筋 機 能 療 法 に加 えて定 量 的 に評 価 した口 唇 閉 鎖 トレ

ーニングを行 う必 要 性 が考 えられ，その方 法 の一 つとして Mパタカラによる口 唇

閉 鎖 トレーニングは有 効 であると考 えられる．  

 一 方 ， 虚 弱 高 齢 者 に お い て は ， 口 唇 閉 鎖 力 の 低 下 に 随 伴 して ADL な ら び

に認 知 機 能 が有 意 に低 下 していたことが示 されており 4 0 ) ，口 唇 閉 鎖 力 の低 下

は捕 食 から咀 嚼 ・嚥 下 と続 く一 連 の摂 食 行 動 機 能 に関 連 が深 いと考 えられる．

本 研 究 は健 常 高 齢 者 を対 象 とした研 究 であり，口 唇 閉 鎖 力 のトレーニングがこ

のような機 能 を維 持 できるかに ついて は不 明 であ る．しかし， 本 研 究 か らその可

能 性 の一 端 が示 さ れたと考 える．今 後 ， 虚 弱 高 齢 者 を対 象 としたさらなる研 究

が必 要 と考 える．  

 

結 論  
 
1 )  健 常 若 年 成 人 ，健 常 高 齢 者 ともに，口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 は口 唇 トレーニ

ングで，有 意 な増 加 が認 められた．  

 

2 ） 口 唇 閉 鎖 力 の 方 向 別 では， 健 常 若 年 成 人 は 上 ， 下 ， 右 下 ， 左 下 か ら の 力

に対 する 増 強 効 果 が大 きく，健 常 高 齢 者 では下 からの力 に対 する影 響 が大 き

かった．また，左 右 の対 称 性 はトレーニング後 も保 たれていた．  

 

3 ） 健 常 高 齢 者 の 口 唇 閉 鎖 力 の ト レー ニ ン グ 効 果 は， 健 常 若 年 成 人 と 有 意 な

相 違 は認 められなかった．  
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図 表 の説 明  
 

図 1 

A：歯 科 用 口 唇 筋 力 固 定 装 置 （M パタカラ）  

B：歯 科 用 口 唇 筋 力 固 定 装 置 （M パタカラ）使 用 時  

 

図 2 

多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 装 置  

 

図 3 

多 方 位 口 唇 閉 鎖 力 測 定 時 の側 方 写 真  

 

図 4 

方 向 別 口 唇 閉 鎖 力 解 析  

 

図 5 

口 唇 閉 鎖 力 の 8 方 向 からの力 をレーダーチャートに表 した 1 例  

 

図 6 

トレーニング開 始 前 における 3 群 の口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力  

 

図 7 

3 群 における口 唇 閉 鎖 力 の総 合 力 の変 化  

トレーニング前 を 100％としたときの割 合 を平 均 値 ±標 準 偏 差 で示 す．横 軸 の

数 字 はトレーニング開 始 からの測 定 日 を示 しており，1 週 目 から 4 週 目 までは，

トレーニング実 施 中 であり，5 週 目 から 8 週 目 はトレーニング終 了 後 を示 してい

る．  

#  :  p＜0．05 (Post  Hoc  ：健 常 若 年 成 人 トレーニング群 vs 健 常 若 年 成 人 非

トレーニング群 )  

$  :  p＜0．05  (Post  Hoc  ：健 常 高 齢 者 トレーニング群 vs 健 常 若 年 成 人 非 ト
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レーニング群 )  

 

図 8．  

3 群 における方 向 別 口 唇 閉 鎖 力 の変 化  

トレーニング前 を 100％としたときの割 合 を平 均 値 ±標 準 偏 差 で示 す．横 軸 の

数 字 はトレーニング開 始 からの測 定 日 を示 し，1 週 目 から 4 週 目 までは，トレー

ニング実 施 中 で，5 週 目 から 8 週 目 はトレーニング終 了 後 を示 している．  

#  :  p＜0．05 (Post  Hoc  ：健 常 若 年 成 人 トレーニング群 vs 健 常 若 年 成 人 非

トレーニング群 )  

$  :  p＜0．05  (Post  Hoc  ：健 常 高 齢 者 トレーニング群 vs 健 常 若 年 成 人 非 ト

レーニング群 )  

 

図 9 

健 常 若 年 成 人 トレーニング群 の各 測 定 時 の口 唇 閉 鎖 力 の右 上 と左 上 の相 関  

 

図 10 

健 常 高 齢 者 トレーニング群 の各 測 定 時 の口 唇 閉 鎖 力 の右 上 と左 上 の相 関  

 

表 1 

健 常 若 年 成 人 ト レ ー ニ ン グ 群 お よ び 健 常 高 齢 者 ト レ ー ニ ン グ 群 の 上 唇 と 下 唇

の口 唇 閉 鎖 力 の左 右 対 称 性 の変 化  
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表
1：

健
常
若
年
成
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
群
お
よ
び
健
常
高
齢
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
群
の

上
唇

と
下

唇
の

口
唇

閉
鎖

力
の

左
右

対
称

性
の

変
化

（
＊
：
p＜

0.
05

 
＊

＊
：
p＜

0.
01

   
＊

＊
＊

：
p＜

0.
00

1 
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
終

了
後

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
前

1
週
後

2
週
後

3
週
後

4
週
後

1
週
後

2
週
後

3
週
後

4
週
後

左
右

(上
唇

)
0
.9
1
8＊

＊
＊

健
常
若
年
成
人

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
群

0
.7
7
3＊

0
.9
5
6＊

＊
＊

0
.8
6
7＊

0
.9
7
1＊

＊
＊

0
.9
7
9＊

＊
＊

0
.6
4
9

0
.9
1
2
＊

＊
＊

0
.8
0
8＊

＊

左
右

(下
唇

)
0
.9
2
＊

＊
＊

0
.9
3
2＊

＊
＊

0
.9
3
4＊

＊
＊

0
.9
2
＊
＊
＊

0
.9
4
＊
＊
＊

0
.8
4
＊

＊
0
.8
7
1＊

＊
＊

0
.8
0
2＊

＊
0
.8
7
4＊

＊
＊

左
右

(上
唇

)
0
.8
0
2＊

＊

健
常
高
齢
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
群

0
.8
9
2＊

＊
＊

0
.8
6
8＊

＊
＊

0
.8
7
2＊

＊
＊

0
.9
0
1＊

＊
＊

0
.8
9
1＊

＊
＊

0
.8
9
1＊

＊
＊

0
.9
3
6＊

＊
＊

0
.9
2
3＊

＊
＊

左
右

(下
唇

)
0
.8
5
4＊

＊
＊

0
.8
7
1＊

＊
＊

0
.7
8
2＊

0
.8
8
9＊

＊
＊

0
.7
6
4＊

0
.7
8
2＊

0
.8
3
6＊

＊
0
.9
2
3＊

＊
＊

0
.9
0
4＊

＊
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